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□ 概 要

ＭＰ－１ＸＸＡＲは、４個の印字ソレノイドを横一列に配置したシャトルドットマトリックス式の

プリンタです。

内部には ＡＮＫ１８４文字を内蔵し、低ランニングコストの多機能なジャーナルプリンタです。

□ 特 長

・ＲＳ－２３２Ｃ準拠の入出力Ｉ／Ｆ

・ＡＮＫ１８４文字の印字

・外字登録（１６文字）機能

・ビットイメージ印字機能

□ お使いになる前に

ＭＰ－１ＸＸＡＲは、スタンダードタイプとグラフィックタイプを選択できそれぞれ次の特徴が

あります。

・スタンダードタイプ

多くの制御コマンドで文字の拡大等の多才な機能を有しています。

ユーザーキャラクタを登録可能。

最大２４０ドットラインのビットイメージデータを印字可能。

・グラフィックタイプ

スタンダードタイプではできない、通常文字とビットイメージとの混在印字が可能です。

（旧製品 ＭＰ－１５０Ｇ タイプに相等します。）

両タイプとも入力信号、入出力回路構成等は同じです。使用するには当取扱説明書に従い、

１ 共通項目を確認

２ 各信号の接続の確認

３ 使用するタイプを選択（ディップスイッチの設定）

４ 制御コマンドを確認しながら動作プログラムの開発

５ 開発終了後の実際の使用環境下での動作テスト

の順で行うことになります。

それでは、次のページの共通項目をお読み下さい。
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□ 仕  様 

 ＭＰ－１５０ＡＲ ＭＰ－１６０ＡＲ 

 １．印字方式 シャトルドットマトリックス（印字ソレノイド４個） 

 ２．ドット総数 ９６ １４４ 

 ３．印字速度 (行間3ﾄﾞｯﾄ) １ライン／秒 ０．７ライン／秒 

 ４．紙送り速度 １ライン／秒 ０．７ライン／秒 

 ５．印字桁数 (桁間1ﾄﾞｯﾄ) 

 ５ × ７ 

 ７ × ７ 

 

１６ 

１２ 

 

２４ 

１６ 

 ６．文字寸法 (幅×高mm) 

 ５ × ７ 

 ７ × ７ 

 

１．８×２．５ 

２．５×２．５ 

 

１．７×２．４ 

２．３×２．４ 

 ７．行間隔 １．０mm ０．９mm 

 ８．信頼性 ＭＣＢＦ ５０万行 ５０万行 

 ９．記録紙 

1)紙幅 

2)ロール紙外径 

3)巻心内径 

4)巻心外径 

5)紙厚 

6)坪量 

7)弊社品番 

 

４４．５±０．５mm 

     φ５８mm 

 φ１２±０．２mm 

 φ１８±０．２mm 

    ０．０７mm 

  ５２．３ｇ／ｍ２ 

   ＮＲ－４４０ 

 

５７．５±０．５mm 

     φ５８mm 

 φ１２±０．２mm 

 φ１８±０．２mm 

    ０．０７mm 

  ５２．３ｇ／ｍ２ 

   ＮＲ－５８０ 

１０．ｲﾝｷﾝｸﾞ(ﾘﾎﾞﾝｶｾｯﾄ) ＥＲＣ－０５ ＥＲＣ－０９ 

１１．動作環境    

温  度 

湿  度 

 

   ０～５０℃ 

   １０％ ～ ８５％ ＲＨ（結露しないこと） 

１２．電  源 

ＤＣ ５Ｖ仕様 

 

 

   電圧 ±５％ 

  印字時平均電流 ０．８Ａ 

   印字時ピーク電流 ３Ａ 

  待機時 ９３ｍＡ 

ＡＣ １００Ｖ仕様    電圧 ±１０％ 

   印字時平均電流 ８０ｍＡ 

  印字時ピーク電流 ０．７Ａ 

  待機時 ２７ｍＡ 

１３．重 量 

ＤＣ ５Ｖ仕様 

ＡＣ １００Ｖ仕様 

   ロール紙、ロールシャフト、リボンカセットを含む 

約 ３８０ｇ 

約１０６０ｇ 

約 ４１０ｇ 

約１０９０ｇ 
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□ 付 属 品 

  ロールシャフト Ｓ－８ Ｓ－１１ 

 ロール紙 ＮＲ－４４０ ＮＲ－５８０ 

 インクリボンカセット ＥＲＣ－０５ ＥＲＣ－０９ 

 インターフェースケーブル ＤＣ５Ｖ仕様   コネクタ付接続ケーブル (1m XHP-10) 

ＡＣ１００Ｖ仕様   接続コネクタは付属しません。 

 プリンタ取付金具   １個  

 取扱説明書    １部 

 操作説明書    １部 

 

 

□ 印字見本 

 

                   ＡＮＫ５×７ 

 

            ＡＮＫ５×７横倍幅 

 

        ＡＮＫ５×７横縦倍幅 ４倍角 

 

         外字登録による印字と４倍角 
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□ 使用上の注意事項

1) メカ部の主な板金部（プレス部）は メッキ鋼板を使用している為、端面に多少の錆が

発生する場合があります。

2) 長期間使用しない場合は、記録紙をプリンタより取り除くこと。

記録紙を装着した状態でプリンタを長期間使用せず放置した場合、記録紙の変色、汚れが

発生することがあります。

1) 本機には永久磁石（モータ部）、電磁石が使用されているため、鉄粉、ゴミ、ほこりの多い

場所での使用は避けること。

4) 記録紙にロール紙を使用する場合は、ロール紙の芯に記録紙がノリ付けされていない物を

御使用下さい。

5) インクリボンは必ず所定の位置に“ピン”と張った状態で使用して下さい。

□ 禁止事項

1) 記録紙が装着されていない状態、リボンカセットが装着されていない状態での印字を禁止

する。

2) 記録紙の紙送り逆方向への引き抜きを禁止する。

3) 結露状態での使用は行ってはならない。もし結露した場合は、結露がなくなるまで

プリンタに通電しないこと。

□ 保証期間と修理対象期間について

1) 当プリンタの保証期間は、出荷後６ヶ月間とします。

2) 保証期間を過ぎたもの 及び 保証期間内でユーザー側責任（使用範囲を越えた使用並び

使用中の落下などによる破損、天災など）による故障については保証外とします。

3) 保証期間内においても寿命を越える使用による故障は保証外とします。

4) 修理対象期間は製造中止後５年間とします。

5) メカニズム等の一部部品については、保全を前提としていないためユニットごと交換する

場合がありますのでご了承下さい。

6) 本装置の運用を理由とする損失、逸失利益等の請求については、いかなる責任も負いかね

ますので、予めご了承下さい。
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□ 各信号の説明

各信号は、ＲＳ－２３２Ｃ規格のレベルとなります。

“ＨＩＧＨ”レベル（論理“０”＋３Ｖ～＋２７Ｖ）スペース状態 ＯＮ状態とも呼びます。

“Ｌ Ｏ Ｗ”レベル（論理“１”－３Ｖ～－２７Ｖ）マーク状態 ＯＦＦ状態とも呼びます。

１．シリアルデータ入出力端子

1)ＲＸＤ

シリアルデータの受信用入力です。

ホスト側からのシリアルデータの受信可能となるのは、ＤＴＲ端子が“ＨＩＧＨ”

レベルになっている時です。

2)ＤＴＲ

プリンタがデータ受信可能であることをホスト側に知らせる信号です。

“ＨＩＧＨレベルで受信可能であり、“ＬＯＷ”レベルになるのは次の場合です。

①システムリセット中（電源投入時、ＩＮＩＴＩＡＬ信号入力時）

②印字、紙送り動作中

③受信処理時中

④受信バッファフル時

⑤テスト印字中

⑥ペーパーエンド時（ペーパーが無い時）

⑦受信エラー時（約５００msec）

⑧メカニズム動作エラー時

3)ＣＥＲ

プリンタがエラー状態である事をホスト側に知らせる信号です。

通常“ＨＩＧＨ”レベルですがエラー発生で“ＬＯＷ”レベルとなります。

エラーの内容 状 態

メカニズム 動作エラー “ＬＯＷ”レベル 固定

受信エラー 約５００msecの“ＬＯＷ”レベルを出力

4)ＳＧ

シグナルグラウンドでＧＮＤ端子と接続されています。
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２．制御入出力端子

各信号はＨＣ－ＭＯＳレベルが標準です。

1)ＩＮＩＴＩＡＬ

電源が投入されている場合に１０msec以上の“ＬＯＷ”パルスを加えることにより、

内部を初期化して起動します。

初期化動作はＩＮＩＴＩＡＬ信号が解除された時より始まり、内部ＩＣを初期化し

メモリーの初期設定を行います。

各出力信号（ＤＴＲ、ＣＥＲ）はＩＮＩＴＩＡＬ信号を解除後７０msec以上経過後に

有効になります。

2)ＧＮＤ

ＩＮＩＴＩＡＬ信号用のＧＮＤ端子です。

ＳＧと内部で接続されています。

３．筺体アース端子

信号コネクタがＤサブの場合に用意されています。

ＦＧの名称で示されています。

使用するか否かは使用環境で決めて下さい。

ＡＣ１００Ｖ仕様の場合には電源プラグのアース極と内部で接続されています。



Ⅰ- 7

□ 信号の入出力タイミング

１．データ入出力インターフェース

ｽﾀｰﾄ ﾃﾞｰﾀ ﾊﾟﾘﾃｨ
↓ ↓

ｽﾄｯﾌﾟ

b０b１b２b３b４b５b６b７

ＲＸＤ

ＤＴＲ

T1 T2 受信バッファフル時

２．通信エラー

ＤＴＲ

ＣＥＲ
エラー発生

T3

３．イニシャル時

ＩＮＩＴＩＡＬ

T4 T5

ＤＴＲ

４．ペーパーエンド

ＤＴＲ

ＣＥＲ

記録紙をセット

記録紙 有り

記録紙 無し
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５．メカニズムエラー

ＤＴＲ

ＣＥＲ

メカニズム動作

エラー発生
メカニズム停止

６．タイミング時間表

略号 ＭＩＮ ＴＹＰ ＭＡＸ

Ｔ１ １００

Ｔ２ ２０

Ｔ３ ５００msec

Ｔ４ １０msec

Ｔ５ ３msec

注１ 指示無き単位は μsec です。
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□ 入出力回路構成

ＩＮＩＴＩＡＬ

（HC-MOSレベル）

ＲＸＤ
（ＲＳ－２３２Ｃ）

ＤＴＲ
ＣＥＲ

（ＲＳ－２３２Ｃ）

＋
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□ コネクタ配置図

ＤＣ５Ｖ仕様

ＡＣ１００Ｖ仕様

□ コネクタ接続表

１．電源

１）ＤＣ５Ｖ仕様（１０極コネクタ）

(＋)(－)の極性があります。(－)極はコネクタ表でＧＮＤと明記されています。

２）ＡＣ１００Ｖ仕様

アース極付のプラグを使用しています。

アース極はＤ種接地に接続して下さい。

   E  IN
  PAN
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２．信号用コネクタ
１）ＤＣ５Ｖ仕様

PIN No 信 号

１ ＋５Ｖ

２ ＋５Ｖ

３ ＧＮＤ

４ ＧＮＤ

５ ＳＧ

６ ＲＸＤ

７ ＤＴＲ

８ ＣＥＲ

９ ＩＮＩＴＩＡＬ

１０ ＧＮＤ

プリンタ側 ： Ｓ１０Ｂ－ＸＨ－Ａ（日本圧着端子製造）

ケーブル側 ： ＸＨＰ－１０ （日本圧着端子製造）

PIN No
１０

１

注１ PIN NO.１と２、３と４は当プリンタの＋５Ｖの電源供給用です。

線長が長いと電圧降下により印字ムラ、印字速度の低下あるいはイニシャル動作を生ずる

場合があります。

注２ 各配線を長くすると、ノイズの影響を受け易くなります、ノイズ源とは分離し、出来るだけ

付属の専用ケーブルで短く配線して下さい。
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２）ＡＣ１００Ｖ仕様

PIN No 信 号 PIN No 信 号

１ ＦＧ １４

２ ＣＥＲ １５

３ ＲＸＤ １６

４ １７

５ １８

６ １９

７ ＳＧ ２０ ＤＴＲ

８ ２１

９ ２２

１０ ２３

１１ ２４

１２ ２５

１３

プリンタ側 ： ＸＭ３Ｂ－２５２２（オムロン）相等品

ケーブル側 ： ＸＭ３Ａ－２５２１（オムロン）相等品

注１ 未記入部は何も接続しないでください。

注２ 信号ラインを長くすると、ノイズの影響を受け易くなりますので出来るだけ短く

配線してください。
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□ 配線表

ＤＣ５Ｖ仕様 ホスト側
Dｻﾌﾞ25ﾋﾟﾝ Dｻﾌﾞ 9ﾋﾟﾝ

＋５Ｖ １ ＜ 電源＋５Ｖ (例 1) (例 2) (例 3) (例 4)
＋５Ｖ ２ ＜ 電源＋５Ｖ
ＧＮＤ ３ ＜ 電源ＧＮＤ １ １
ＧＮＤ ４ ＜ 電源ＧＮＤ
ＧＮＤ ５ ７ ７ ５ ５
ＲＸＤ ６ ＜ ２ ２ ３ ３
ＤＴＲ ７ ＞ ６ ５ ・ ６ ・ ８
ＣＥＲ ８ ＞ ５ ６ ８ ６

ＩＮＩＴＩＡＬ ９ ＜ 注１
ＧＮＤ １０ ＜ 注１

プリンタからのＤＴＲとＣＥＲをホスト側のＤＳＲ、ＣＴＳに接続する部分が異なります。

いずれもエラー状態等の検出はホスト側にてＤＳＲとＣＴＳを確認して行います。

ホスト側の信号でオープン（末接続）でも動作可能の機種もありますが、上記以外の信号で

処理しなければならないものがあれば処理を行って下さい。

ＡＣ１００Ｖ仕様
１ １

ＦＧ １ １ １
ＲＸＤ ３ ＜ ２ ２ ３ ３
ＣＥＲ ２ ＞ ５ ６ ８ ６
ＳＧ ７ ７ ７ ５ ５

ＤＴＲ ２０ ＞ ６ ５ ・ ６ ・ ８

プリンタからのＤＴＲとＣＥＲをホスト側のＤＳＲ、ＣＴＳに接続する部分が異なります。

いずれもエラー状態等の検出はホスト側にてＤＳＲとＣＴＳを確認して行います。

ホスト側の信号でオープン（末接続）でも動作可能の機種もありますが、上記以外の信号で

処理しなければならないものがあれば処理を行って下さい。

注１ 他のＩ／０ポートで制御します。

注２ 基本的な接続は、ＤＴＲをホストのＤＳＲに接続します。

データの転送にエラーが、生じるのであればＤＴＲをＣＴＳに接続して試みて下さい。
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□ タイプの選択について

共通項目の確認が終わればタイプを選択します。

スタンダードタイプを選択する場合には、当ページより始まります。

グラフィックタイプを選択する場合は、Ⅰ－１９ページへ進んで下さい。

□ スタンダードタイプでの使用

１．ディップスイッチの設定

ＳＷ１

機 能 Ｏ Ｎ ＯＦＦ

１ メカニズム種類

２ メカニズム種類

３ タイプ選択 スタンダード

４ フォント選択 ７ × ７ ５ × ７

ＳＷ２

機 能 Ｏ Ｎ ＯＦＦ

１ プロトコル選択

２ プロトコル選択 別表参照

３ プロトコル選択

４ スピード選択
別表参照

５ スピード選択

６ 印字方向選択 テキスタ リスタ

７ バッファ容量選択 ８Ｋ バッファ １ ライン

８ バッファフル選択 禁 止 許 可

注１ ＳＷ１の１と２は出荷時に設定されていますので変更しないで下さい。

注２ ＳＷ１の３は必ず ＯＦＦ 側にて使用下さい。

注３ 他のスイッチは出荷時ＯＦＦに設定してあります。

注４ 旧ＭＰ－１５０／１６０シリーズの互換機として使用する場合、旧スイッチとの比較が

Ⅰ－２７ページにありますので参考にして下さい。
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２．機能説明

1)フォント選択

文字フォントを選択します。

５×７フォント と ７×７フォントで１行に印字可能な桁数が異なります。

5×7ﾌｫﾝﾄ 7×7ﾌｫﾝﾄ
●●● ●●●●●

● ● ● ●●
● ●● ● ● ●
● ● ● ● ● ●
●● ● ● ● ●
● ● ●● ●

●●● ●●●●●

2)プロトコル選択

ホストとの通信条件を選択します。下表の８種類より選択して下さい。

データ長を７ｂｉｔ（ＡＳＣⅡ仕様）にすると最上位ビットのＤＡＴＡ７がマスクされ

８０Ｈ以上のコードが入力できなくなります。又、ビットイメージでの印字も使用できなく

なります。

SW2-１ SW2-２ SW2-３ データ長 パリティ ストップ

ＯＮ ＯＮ ＯＮ ７ｂｉｔ ＥＶＥＮ ２ＳＴＯＰ

ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ７ｂｉｔ ＯＤＤ ２ＳＴＯＰ

ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ７ｂｉｔ ＥＶＥＮ １ＳＴＯＰ

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ７ｂｉｔ ＯＤＤ １ＳＴＯＰ

ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ８ｂｉｔ な し ２ＳＴＯＰ

ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ８ｂｉｔ な し １ＳＴＯＰ

ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ８ｂｉｔ ＥＶＥＮ １ＳＴＯＰ

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ８ｂｉｔ ＯＤＤ １ＳＴＯＰ

3)スピード選択

ホストとの通信スピードを選択します。

SW2-４ SW2-５ スピード(ｂｐｓ)

ＯＮ ＯＮ １２００

ＯＦＦ ＯＮ ２４００

ＯＮ ＯＦＦ ４８００

ＯＦＦ ＯＦＦ ９６００
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4)印字方向選択

印字する文字の方向を決めます。

紙

送

り

方

向

テキスタ印字 リスタ印字

5)バッファ選択

１ ライン

１行分の印字可能条件があれば印字を開始します。

８Ｋ バッファ

８Ｋバイトのメモリーに入力されるデータを一時保管し最終のコードのＥＴＸ

（０３Ｈ）が入力されるとそれまでの入力データをメモリーから順次取り出しその

データを印字します。

（８Ｋ バイトとは 8192ﾊﾞｲﾄ を示します。又、この値に達すると印字を開始します。）

6)バッファフル選択

許可（バッファフル印字許可）

１行分の印字データが入力されるとＣＲ（０ＤＨ）コードが入力されなくても自動的に

印字を開始します。

禁止（バッファフル印字禁止）

１行分の印字データが入力されてもＣＲ（０ＤＨ）コードが入力されるまで印字は開始

しません。このモード選択時は必ずＣＲコードを入力して下さい。

１行分の印字データが入力された場合にはＣＲコード以外の文字を無視します。
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３．ディップスイッチの設定がすみましたら、別冊の操作説明書に記録紙のセット方法が

記載されていますので、記録紙をセットしてください。

４．転送するデータの内容は □制御コード解説 の内容を確認しながら行います。

バッファフル印字とＥＳＣコードの使用についての説明が、この後にありますので

お読みください。

1)バッファフル印字について

入力した印字データをプリントアウトするのには通常印字改行コード（０Ｄ ）を入力Ｈ

しますが、当プリンタにはバッファフル印字機能があります。

これは、印字バッファに印字データが１行分入力されると自動的に印字するもので、

印字改行コードを必要としていないものです。

印字を開始する条件は、印字データの最後に最小文字スペースが取れなくなった場合

と、印字データがセットできるスペースがない時です。

１６０を例にとると、文字間スペース１ドットにおいてＡＮＫ５×７フォントの文字

データを２３文字分入力するとあと１文字分のスペースがあるので、印字は開始しません。

これを印字させるには、印字改行コードを入力するか２４文字目のデータを入力し

ます。２４文字目のデータが通常文字であれば２４文字目までを印字しますが、２４文字

目が横２倍印字を指定されたものであれば１行分を越えてしまうので、２３文字目までを

印字し２４文字目は次の行のデータとして記憶されます。

2)受信バッファフルについて

当プリンタのデータ受信バッファは３２Ｋバイト（３２７６８バイト）あります。

受信バッファフルとは、受信可能バイト数が２５６バイト未満になってから５１２バイト

以上に増えるまでを言います。

受信バッファは、３２Ｋバイトですがリングバッファ形式となっていますので受信した

データを順次処理していくことにより３２Ｋバイト以上のデータが受信可能です。
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3)ＥＳＣコードの使用について

①ＤＡＴＡを転送する前にＥＳＣコードを入力する事により、そのラインを全て

横２倍印字にする事ができます。

〔例〕転送順位

転送データ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ CR

ESC １ ２ ３ ４ CR

印字パターン

②ＥＳＣコードを転送する以前に印字バッファの中にデータが入力されていた

場合のみＥＳＣコードを転送後自動的に印字されます。

〔例〕転送順位

転送データ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ CR １ ２ ３ ４

ESC １ ２ ３ ４ CR

バッファ内に残されたデータ

印字パターン

ＥＳＣコードを入力することにより

打ち出されたバッファ内のデータ

注１ ＥＳＣコードを使用すると１行に通常文字と横２倍文字の混在印字はできません。

（他の横倍拡大指定を使用すれば可能です。）

注２ ＥＳＣコード使用による印字では、印字後横２倍の指定は解除されるので再度横２倍

の文字を印字する場合にはＥＳＣコードを再度入力して、その後印字データを入力し

てください。（他の横２倍指定では印字による解除はありません。）

５．以上でスタンダードタイプの説明を終了しますが、テスト印字の説明がありますので

Ⅰ－２４ページへ進んでください。
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□ グラフィックタイプでの使用

１．ディップスイッチの設定

ＳＷ１

機 能 Ｏ Ｎ ＯＦＦ

１ メカニズム種類

２ メカニズム種類

３ タイプ選択 グラフィック

４ フォント選択 ７ × ７ ５ × ７

ＳＷ２

機 能 Ｏ Ｎ ＯＦＦ

１ プロトコル選択

２ プロトコル選択 別表参照

３ プロトコル選択

４ スピード選択
別表参照

５ スピード選択

６ 印字方向選択 テキスタ リスタ

７ バッファ容量選択 ８Ｋ バッファ １ ライン

８ バッファフル選択 禁 止 許 可

注１ ＳＷ１の１と２は出荷時に設定されていますので変更しないで下さい。

注２ ＳＷ１の３は必ず ＯＮ 側にて使用下さい。

注３ 他のスイッチは出荷時ＯＦＦに設定してあります。

注４ 旧ＭＰ－１５０／１６０シリーズの互換機として使用する場合、旧スイッチとの比較が

Ⅰ－２７ページにありますので参考にして下さい。
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２．機能説明

1)フォント選択

文字フォントを選択します。

５×７フォント と ７×７フォントで１行に印字可能な桁数が異なります。

5×7ﾌｫﾝﾄ 7×7ﾌｫﾝﾄ
●●● ●●●●●

● ● ● ●●
● ●● ● ● ●
● ● ● ● ● ●
●● ● ● ● ●
● ● ●● ●

●●● ●●●●●

2)プロトコル選択

ホストとの通信条件を選択します下表により、各種類の中より選択します。

データ長を７ｂｉｔ（ＡＳＣⅡ仕様）にすると最上位ビットのＤＡＴＡ７がマスクされ

８０Ｈ以上のコードが入力できなくなります。又、ビットイメージでの印字も使用できなく

なります。

SW2-１ SW2-２ SW2-３ データ長 パリティ ストップ

ＯＮ ＯＮ ＯＮ ７ｂｉｔ ＥＶＥＮ ２ＳＴＯＰ

ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ７ｂｉｔ ＯＤＤ ２ＳＴＯＰ

ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ７ｂｉｔ ＥＶＥＮ １ＳＴＯＰ

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ７ｂｉｔ ＯＤＤ １ＳＴＯＰ

ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ８ｂｉｔ な し ２ＳＴＯＰ

ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ８ｂｉｔ な し １ＳＴＯＰ

ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ８ｂｉｔ ＥＶＥＮ １ＳＴＯＰ

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ８ｂｉｔ ＯＤＤ １ＳＴＯＰ

3)スピード選択

ホストとの通信スピードを選択します。

SW2-４ SW2-５ スピード(ｂｐｓ)

ＯＮ ＯＮ １２００

ＯＦＦ ＯＮ ２４００

ＯＮ ＯＦＦ ４８００

ＯＦＦ ＯＦＦ ９６００
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4)印字方向選択

印字する文字の方向を決めます。

紙

送

り

方

向

テキスタ印字 リスタ印字

３．ディップスイッチの設定がすみましたら、別冊の操作説明書に記録紙のセット方法が

記載されていますので、記録紙をセットして下さい。
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４．転送するデータの内容は □制御コード解説 の内容を確認しながら行います。

印字バッファ、フォントの展開、データの転送についての説明がこの後に続きますので

この内容も確認して下さい。

1)印字バッファはメカニズムにより次の容量が決められています。

150ﾀｲﾌﾟ 160ﾀｲﾌﾟ

96ﾄﾞｯﾄ 144ﾄﾞｯﾄ

ｷｬﾗｸﾀ印字15行 ｷｬﾗｸﾀ印字10行

ﾋﾞｯﾄｲﾒｰｼﾞ15行 ﾋﾞｯﾄｲﾒｰｼﾞ10行

105 70

ﾄﾞｯﾄﾗｲﾝ ﾄﾞｯﾄﾗｲﾝ

通常ＣＲ（０Ｄ ）コードで印字を開始しますが、展開された印字パターンがこのＨ

範囲を越えると自動的に印字を開始します。

2)フォントの展開について

通常キャラクタ印字の場合にはフォントの最初に１ドットのスペースがとられます。

横２倍印字（EXPAND文字）の場合にはフォントの前後に各１ドットのスペースがとられ

ます。

通常キャラクタ 横２倍印字

(5×7ﾌｫﾝﾄの場合) (7×7ﾌｫﾝﾄの場合)

●●● ●●●●●●

● ● ●● ●●

● ●●

● ●●

● ●●

● ●●

●●●●● ●●●●●●●●●●

ビットイメージの展開は、８ビットのデータのＤＡＴＡ０から６を使用し

ＤＡＴＡ７は、必ずＨＩＧＨレベルにする必要があります。

データとして９０ 、Ａ０ 、ＦＦ 、Ａ０ 、９０ 、８８ 、８４ 、８２ 、８１ 、をＨ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ

転送すると次の印字となります。

● ● DATA0 ● DATA6

紙 ● ● ●●●

送 ● ● ● ● ●

り ● ● ● ●

方 ● ● ● ● ●

向 ●●● ● ●

● DATA6 ● ● DATA0

テキスタ印字 リスタ印字
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3)データ転送について

①ＣＲコードの受信にてそれまでに入力されていたバッファ内のデータを印字します。

②決められた印字バッファの容量に達すると自動的に印字を開始します。

③使用できる制御コードはＣＲ(０ＤＨ)、ＬＦ(０ＡＨ)）、ＬＦ２(１ＡＨ)、

ＥＳＣ(１ＢＨ)、ＣＡＮ(１８Ｈ)、ＳＩ(０ＦＨ)、ＳＯ(０ＥＨ)、ＮＵＬ(００Ｈ)の８個

のみです。

④縦７ドットが１行分として処理されます。この１行分が通常キャラクタのみであれば

印字後３ドットの紙送りを行い、次の行の印字を行います。

このためビットイメージで行間を空けるにはＬＦ１(10ﾄﾞｯﾄ送り)、ＬＦ２(3ﾄﾞｯﾄ送り)

の命令を入力する必要があります。

⑤次の様に通常文字とビットイメージとの混在印字も可能ですが、通常文字のフォントの

展開の場合には最初に１ドットのスペースをとりますが最後にはスペースがあきません。

（横２倍では１ドットのスペースはあきます。）そのため次のビットイメージの内容に

よっては文字とイメージデータとがつながる場合があります。

読み易くするには、１ドット以上のスペースをビットイメージにて入力する様にして

下さい。

ESC S NUL 0 1 2 3 SI 4 5 SO 6 7 ESC S CR

ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾓｰﾄﾞ 通常ｷｬﾗｸﾀ 横2倍文字 通常 ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾓｰﾄﾞ
ｷｬﾗｸﾀ

ビットイメージのデータ

５．以上でグラフィックタイプの説明を終了しますが、テスト印字の説明がありますので

次ページへ進んで下さい。
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□ テスト印字

１．ＦＥＥＤスイッチを押しながら 電源を投入 又は ＩＮＩＴＩＡＬ信号入力を行うと、キャラ

クタセット内のデータをアドレス順に印字（セルフテスト）します。

押し続けている間はセルフテストを行います。

テスト印字はペーパーエンド時には行いません。

２．テスト印字終了後の状態について

テスト印字にて印字されるプログラムのバージョンによって状態が異なります。

バージョンV1.3までは、最後の紙送りを実施後にデータ受付状態になります。

（通常の使用状態）

バージョンV1.4以後は、最後の紙送りを実施後にＨＥＸダンプモードになります。

ＨＥＸダンプモードは、入力されるデータをそのままＨＥＸ（16進）コードで印字するモー

ドです。この機能を使用する事で部外入力データのチェックを行うことが出来ます。

データが1ライン分以下の場合は、ＦＥＥＤスイッチを押す事により、データの印字を行い

ます。プログラムバージョンはテスト印字で印字されます。（MP-150AR V1.4等）
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注意1 ＨＥＸダンプでの印字では、印字中ＤＴＲは出力されません。

その為、ホスト側でＤＴＲの回数を計数してデータを出力するシステム等であれば、

ＨＥＸダンプの機能が働かない場合があります。

注意2 ＨＥＸダンプ終了後（テスト印字終了後）は必ず電源の再投入、あるいはINITIAL

信号を入力して、当モードを解除して下さい。

注意3 ＨＥＸダンプはグラフィックタイプでは実行しません。必ずスタンダードタイプ

（ＳＷ１－３をＯＦＦ）で実施して下さい。

□ ペーパーエンドについて

ペーパーエンドになると ＤＴＲ 出力が“ＬＯＷ”レベル、ＣＥＲが“ＨＩＧＨ”レベルに

なりＦＥＥＤスイッチ部のＬＥＤが点滅します。

印字中にペーパーエンドになった場合は、新しい記録紙をセットして下さい。

最後には必ずＦＥＥＤスイッチを操作して下さい。

プリンタはこのＦＥＥＤスイッチの操作により 記録紙のセットが完了したものと判断し、

記録紙の確認後に印字を開始します。

ペーパーエンドの解除は、前述の内容の他に記録紙をセット後３０秒間連続して記録紙を

“有り”と認識した場合には自動的に解除されます。

□ メカニズムエラーについて

当プリンタはメカニズムエラーを検知する機能を有しています。

メカニズムが正常に動作しない（モータが回転しない）場合には、ＤＴＲ、ＣＥＲ 出力が

“ＬＯＷ”レベルになりＦＥＥＤスイッチ部のＬＥＤが点滅します。

エラー状態になると印字、紙送り動作が禁止されます。

メカニズムエラー発生時には電源を切り、紙詰まりを生じているのであればピンセット等で

丁寧に紙を取り除いて下さい。（無理に紙を引くとメカニズムを壊す恐れがあります。）

度々メカニズムエラーが発生する様であれば修理を必要とします。
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□ 通信エラーについて

通信エラーにはパリティエラー、オーバーランエラー、フレーミングエラーがあります。

いずれかのエラーが発生すると“ＤＴＲ”“ＣＥＲ”ともに“ＬＯＷ”レベルを出力

します。（約５００msec）

エラー発生時の受信データは、エラーの種類によって次の文字に置き換えられます。

エラーの内容 印字文字

パリティエラー ＠

オーバーランエラー ？

フレーシングエラー ＊

例えば、“ＡＢＣＤＥ”と印字する場合に“Ｃ”の時にパリティエラーが発生すれば

“ＡＢ＠ＤＥ”と印字されます。

通信エラー発生時は、ノイズ等の影響を受けている場合があります。

エラーを生じたデータだけでなく、それ以前に受信したデータにおいてもデータの内容が

誤ったものである可能性があります。

エラー発生時には、信号ラインの調査を行って下さい。

□ 印字結果のドット誤差について

当プリンタは４個の印字ソレノイドを横一列に配置し、このソレノイドを動作させる事で、印字

しています。

印字させる文字パターンやビットイメージのパターンがこのソレノイドの間に渡る場合に小さな

ギャップがあく場合があります。これはソレノイドの間隔のバラツキによるものですので御了承

願います。

印字動作にともなう各ドットラインのバラツキは±０．２mmとなっております。
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□ 旧製品との互換性について

ＭＰ－１ＸＸＡＲは、旧 １５０、１６０シリーズとの互換性に注意して開発されていますが

次の点で異なっております。互換機として採用後、旧製品と動作が異なる場合にはご連絡下さい。

調査の上できるかぎり対応いたします。

１．互換機として使用できる機種について

1)カレントループでの仕様はできません。（ＭＰ－１５０－１－Ｃの様に型式にＣの付く

機種）

2)旧製品のコントロール基板上のスイッチＪ１～Ｊ６が次の設定の場合のみ使用可能です。

3)通信速度が３００、６００ｂｐｓの場合には速度の変更が必要となります。

２．ディップスイッチについて

1)８極スイッチ

旧タイプの８極スイッチのＳＷ１～４はプロトコルの設定用です。

新シリーズではＳＷ２－１、ＳＷ２－２、ＳＷ２－３で設定します。

旧シリーズ 新スタンダードタイプ 新グラフィックタイプ

SW1 SW2 SW3 SW4 SW2-1 SW2-2 SW2-3 SW2-1 SW2-2 SW2-3

OFF OFF OFF OFF ON ON ON ON ON ON

OFF OFF OFF ON OFF ON ON OFF ON ON

OFF ON OFF OFF ON OFF ON ON OFF ON

OFF ON OFF ON OFF OFF ON OFF OFF ON

ON OFF ON ON ON OFF ON ON OFF

ON ON ON OFF ON OFF OFF ON OFF

ON ON OFF OFF ON OFF OFF ON OFF OFF

ON ON OFF ON OFF OFF OFF OFF OFF OFF

ＳＷ５

メカニズム指定

ＳＷ６ ＯＦＦ ＳＷ２－６ ＯＮ ＳＷ２－６ ＯＮ

印字方向選択 ＯＮ ＳＷ２－６ ＯＦＦ ＳＷ２－６ ＯＦＦ

ＳＷ７ ＯＦＦ ＳＷ２－７ ＯＮ

バッファ容量選択 ＯＮ ＳＷ２－７ ＯＦＦ

ｸﾞﾗﾌｨｯｸは使用しない

ＳＷ８ ＯＦＦ ＳＷ２－８ ＯＮ

バッファ選択 ＯＮ ＳＷ２－８ ＯＦＦ

ｸﾞﾗﾌｨｯｸは使用しない

旧タイプのＳＷ５はメカニズム設定用で新タイプではＳＷ１－１、ＳＷ１－２

で設定します。（通常は、弊社で設定されて出荷されますのでお客様により

設定される事はありません。）

旧タイプのＳＷ６、７、８は新タイプではＳＷ２－６、ＳＷ２－７、ＳＷ２－８

が担当します。（ＯＮ、ＯＦＦが逆になっています。）
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2)５極スイッチ

旧タイプ５極のディップスイッチは通信速度の設定用で３００、６００、１２００、

２４００ ｂｐｓ より選択しますが、新タイプでは１２００、２４００、４８００、

９６００ ｂｐｓ となっているので３００、６００ ｂｐｓ でご使用のお客様は

ホスト側の速度を上げる事で対応して下さい。

旧シリーズ 新スタンダードタイプ 新グラフィックタイプ

SW1 SW2 SW3 SW4 SW5 SW2-4 SW2-5 SW2-4 SW2-5

ON OFF OFF OFF OFF 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可

OFF ON OFF OFF OFF 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可

OFF OFF ON OFF OFF ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ

OFF OFF OFF ON OFF ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ

OFF OFF OFF OFF ON ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ

3)タイプとフォントの指定

新タイプのＳＷ１－３（タイプ選択）、ＳＷ１－４（フォント選択）は旧シリーズの

型式により決められます。

旧型式

ＭＰ－１５０－１－Ｒ－２－Ｇ

タイプ選択 SW1-3

なし スタンダード ＯＦＦ

Ｇ グラフィック ＯＮ

フォント選択 SW1-4

１ ５×７ ＯＦＦ

２ ７×７ ＯＮ
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□ 動作しない時について

１．全般

1)電源を入れても全く動作しない

①配線（電源関係）の確認。

②電源電圧の確認。

③ＩＮＩＴＩＡＬ信号を使用している場合には信号レベルの確認

2)印字動作中にリセットが働く（イニシャル動作を行う）

①電源容量の確認。

②電源電圧の確認。

③電源付の一部の製品には、印字制限があるものがあります。確認して下さい。

3)スイッチによる紙送りはするが印字しない

①記録紙の確認。（サーマル用紙の裏表）

②サーマル方式のプリンタではヘッドアップレバーを確認。

③パラレル仕様ではＳＴＲＢ信号の確認。

④シリアル仕様では通信プロトコル、データ転送速度が合っているかを確認。

4)記録紙の交換後に印字しない

①記録紙の交換後に ＦＥＥＤ スイッチ を操作する事で、交換終了としている製品が

あります。ＦＥＥＤ スイッチ を操作してみて下さい。

２．印字内容に関して

1)文字が抜ける

①パラレル仕様では、ＢＵＳＹ信号を確認して転送しているかを確認。

②シリアル仕様では、ＤＴＲ信号を確認して転送しているかを確認。

また、ＤＴＲを確認するタイミングに誤りがないかを確認。

③シリアル仕様では、ＤＴＲ信号の配線を確認。

2)文字が化ける（印字内容が転送データと異なる）

①パラレル仕様では、ＤＡＴＡ０－７ の配線を確認。

②シリアル仕様では、通信プロトコル、データ転送速度が合っているかを確認。

3)同じ文字を２～３度印字する

①パラレル仕様では、ＳＴＲＢ信号が同一データに対して複数回入力していないかを

確認。

4)印字が薄い

①インクリボンを使用するプリンタでは、インクリボンを交換する

②電源電圧、電源容量を確認。

③サーマル方式では、記録紙のメーカにより、印字濃度に差が出る場合があります。
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□ １ＸＸＡシリーズについて

１ＸＸＡシリーズにはお買い頂いたＭＰ-１ＸＸＡＲの他に、セントロニクス準拠の

ＭＰ-１ＸＸＡＰ、ＢＣＤタイプのＤＰ－１ＸＸＡがあります。

機 種 形 状 電 源 特長・注意

ＭＰ－１ＸＸＡＰ 樹脂ケース入り ＤＣ５Ｖ セントロニクス準拠

（パネル取付） ＡＣ１００Ｖ アイソレート仕様も

より選択 あります。

ＭＰ－１ＸＸＡＲ 樹脂ケース入り ＤＣ５Ｖ ＲＳ－２３２Ｃ 入力

（パネル取付） ＡＣ１００Ｖ

より選択

ＤＰ－１ＸＸＡＰ 樹脂ケース入り ＤＣ５Ｖ ＢＣＤ１０桁入力

（パネル取付） ＡＣ１００Ｖ

より選択

１．パネルタイプ

ＭＰ－ Ａ －

電源仕様
なし DC 5V
１（ ） AC100V アイソレート有り（ ）内にVIN電圧
２ AC100V アイソレート無し
Ｒタイプに １ はありません。（なし又は ２ のみ）

仕様
Ｐ セントロニクス準拠
Ｒ ＲＳ－２３２Ｃ

型名 １５０／１６０

２．パネルタイプＢＣＤ仕様

ＤＰ－ Ａ

電源仕様
なし DC 5V
２ AC100V

型名 １５０／１６０
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□ 制御コード一覧 （１ＸＸＡシリーズ）

名 称 機 能 使用可能ﾀｲﾌﾟ 参照ページ

ＣＡＮ データ抹消 Ｓ，Ｇ Ⅱ－２

ＣＲ 印字改行 Ｓ，Ｇ Ⅱ－２

ＤＣ４ 横倍幅拡大解除 Ｓ Ⅱ－２

ＮＵＬ グラフィックモード解除 Ｇ Ⅱ－２

ＬＦ 改行 Ｓ Ⅱ－３

ＬＦ１ １行送り Ｇ Ⅱ－３

ＬＦ２ ３ドットスペース Ｇ Ⅱ－３

ＳＩ 横倍幅拡大指定 Ｇ Ⅱ－３

ＳＯ 横倍幅拡大指定／解除 Ｓ，Ｇ Ⅱ－３

ＥＳＣ 自動解除付横倍幅拡大指定 Ｓ Ⅱ－４

ＥＳＣ Ｓ グラフィック指定 Ｇ Ⅱ－４

ＥＳＣ ＠ バッファクリア Ｓ Ⅱ－４

ＥＴＸ ８Ｋバッファ最終コード Ｓ Ⅱ－４

ＦＳ ＆ 外字登録 Ｓ Ⅱ－５

ＦＳ ３ 行間スペース量指定 Ｓ Ⅱ－６

ＦＳ ＠ 初期化 Ｓ Ⅱ－６

ＦＳ Ａ 行間スペース量指定 Ｓ Ⅱ－６

ＦＳ ＤＣ４ 横倍幅拡大解除 Ｓ Ⅱ－６

ＦＳ Ｉ 印字方向指定 Ｓ Ⅱ－６

ＦＳ Ｊ 指定量紙送り Ｓ Ⅱ－６

ＦＳ ＳＯ 横倍幅拡大指定 Ｓ Ⅱ－７

ＦＳ Ｗ ４倍角指定／解除 Ｓ Ⅱ－７

ＦＳ ｌ 印字位置移動 Ｓ Ⅱ－７

ＦＳ 〈ｎ〉 文字間スペース量指定 Ｓ Ⅱ－７

ＦＳ ｗ 縦倍幅拡大指定／解除 Ｓ Ⅱ－７

ＦＳ ＊ ビットイメージの登録／印字 Ｓ Ⅱ－８

Ｓ…スタンダードタイプ

Ｇ…グラフィックタイプ
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□ 制御コード解説

ＣＡＮ スタンダードタイプ、グラフィックタイプ使用可能

〔名 称〕 データ抹消

Ｈ〔コード〕 １８

〔機 能〕 印字バッファ内のデータを抹消します。

ＣＲ スタンダードタイプ、グラフィックタイプ使用可能

〔名 称〕 印字改行

Ｈ〔コード〕 ０Ｄ

〔機 能〕 スタンダードタイプ

１行分の印字を開始し、設定されている行間ピッチ分を改行します。

印字バッファ内にデータが無い場合には、

７ドット＋行間スペース量 の改行となります。

バッファフル印字機能を有効にした場合には桁数分のデータを

入力される時は当コードの入力は必要ありません。

（１行分のデータが入力された時点で自動的に印字を開始しま

す。）

グラフィックタイプ

印字指令コードでバッファに展開された内容を印字します。

データがバッファ内になければ動作は行いません。

ＤＣ４ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 横倍幅拡大解除

Ｈ〔コード〕 １４

〔機 能〕 ＳＯ、ＦＳ ＳＯによる横倍幅拡大指定を解除します。

ＦＳ ＤＣ４ と同じです。

ＮＵＬ グラフィックタイプのみ使用可能

〔名 称〕 グラフィックモード解除

Ｈ〔コード〕 ００

〔機 能〕 グラフィックモードを解除します。
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ＬＦ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 改行

Ｈ〔コード〕 ０Ａ

〔機 能〕 一行分改行を行います。

改行量は、前回印字によるドットフォント分＋行間スペース量と

なります。

電源投入後にＡＮＫ５×７を印字しその後のＬＦの改行量は

７ｄｏｔ＋３ｄｏｔ（電源投入時の初期値）＝１０ｄｏｔ

の送りとなります。

行間スペース量を８ｄｏｔにし、縦倍幅印字を行った後のＬＦは

２２ｄｏｔ分の送り（約８ｍｍ）となります。

ＬＦ１ グラフィックタイプのみ使用可能

〔名 称〕 １行送り

Ｈ〔コード〕 ０Ａ

〔機 能〕 一行分の紙送り（１０ドット分）を行います。

ＬＦ２ グラフィックタイプのみ使用可能

〔名 称〕 ３ドットスペース

Ｈ〔コード〕 １Ａ

〔機 能〕 ３ドット分の紙送りを行います。

ＳＩ グラフィックタイプのみ使用可能

〔名 称〕 横倍幅拡大指定

Ｈ〔コード〕 ０Ｆ

〔機 能〕 以後のデータに対して横方向を２倍にしてフォントの展開を行います。

ＳＯ スタンダードタイプ、グラフィックタイプ使用可能

〔名 称〕 スタンダードタイプ 横倍幅拡大指定

グラフィックタイプ 横倍幅拡大解除

Ｈ〔コード〕 ０Ｅ

〔機 能〕 スタンダードタイプ

以後受信した英数、カナ文字を横倍幅拡大して印字します。

ＦＳ ＳＯ と同じです。

グラフィックタイプ

ＳＩコードによる横倍幅拡大を解除します。
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ＥＳＣ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 自動解除付横倍幅拡大指定／グラフィック指定

Ｈ〔コード〕 １Ｂ

〔機 能〕 以後受信した文字データを横倍幅拡大して印字します。

文字間スペースも倍になります。

印字後、自動解除されます。（文字間スペースも半分になります。）

ＥＳＣ Ｓ グラフィクタイプのみ使用可能

〔名 称〕 グラフィック指定

Ｈ Ｈ〔コード〕 １Ｂ ５３

〔機 能〕 以後受信されるデータをグラフィックのデータとして取り扱いします。

（データは必ずＤＡＴＡ７をＨＩＧＨレベルにする必要がありま

す。）

ＥＳＣ ＠ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 バッファクリア

Ｈ Ｈ〔コード〕 １Ｂ ４０

〔機 能〕 入力されていた以前のデータを全て抹消します。

ＲＳ－２３２Ｃ仕様のプリンタの８Ｋバッファモード時のみ使用可能

です。

ＥＳＣコードによる横倍幅指定の直後に ＠ の文字を印字する事はで

きません。

ＥＴＸ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 ８Ｋバッファ最終コード

Ｈ〔コード〕 ０３

〔機 能〕 ８Ｋバッファモード時このコードを受信すると、それまで受信した

メモリー内のデータを印字します。
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ＦＳ ＆ ｎ ｄ１ ～ ｄ７ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 外字登録

〔コード〕 １Ｃ ２６ 〈ｎ〉〈ｄ１〉～〈ｄ７〉Ｈ Ｈ

〔機 能〕 外字登録を行います。

１） 〈ｎ〉は文字コードを指定します。

指定は２０ 以上のＪＩＳコードの範囲内であれば自由に指定Ｈ

できます。

ＪＩＳコード内の空番地を利用して専用文字を作成する、

あるいは 特定のＪＩＳコードの文字を他のフォントに変更する

事も可能です。

１６文字まで登録可能です。同一コードによる再登録は、登録

文字数に加算されません。

１７文字以上入力されると常に最初に登録された文字が上書き

されます。

２） 〈ｄ１〉…〈ｄ７〉

フォントのデータで７バイトのデータを入力して下さい。

bit bit

7 6 5 4 3 2 1 0 各ビットは１で印字 ０で未印字

ｄ１

ｄ２ 5×7ﾌｫﾝﾄではbit7～bit3を使用し、

7×7ﾌｫﾝﾄではbit7～bit1を使用する。

使用しないbitは0とする。

ｄ７

３） 参考例

ＪＩＳコード ３０ （ゼロ）を次のフォントに変更する。Ｈ

入力するコードは

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ１Ｃ ２６ ３０ ７０ ８８ ８８ ８８ ８８

Ｈ Ｈ８８ ７０

●●● ●●●
● ● ● ●
● ●● ● ●
● ● ● ● ●
●● ● ● ●
● ● ● ●
●●● ●●●

標準 5×7ﾌｫﾝﾄ 登録する5×7ﾌｫﾝﾄ

登録後は３０ の文字コードは登録された文字にて印字されます。Ｈ
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ＦＳ ３ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 行間スペース量指定

〔コード〕 １Ｃ ３３ 〈ｎ〉Ｈ Ｈ

〔機 能〕 印字後の行間スペース量を指定します。

〈ｎ〉≦ＦＦ まで指定可能です。Ｈ

電源投入時は ３ｄｏｔ（約１ｍｍ）です。

ＦＳ Ａ と同じです。

ＦＳ ＠ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 初期化

Ｈ Ｈ〔コード〕 １Ｃ ４０

〔機 能〕 プリンタを初期化し、各種設定を初期状態にします。

印字バッファ内のデータを抹消します。

外字登録、ビットイメージの登録によるデータは 抹消せずにそのまま

残ります。

ＦＳ Ａ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 行間スペース量指定

〔コード〕 １Ｃ ４１ 〈ｎ〉Ｈ Ｈ

〔機 能〕 印字後の行間スペース量を指定します。

〈ｎ〉≦ＦＦ まで指定可能です。Ｈ

電源投入時は ３ｄｏｔ（約１ｍｍ）です。

ＦＳ ３と同じです。

ＦＳ ＤＣ４ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 横倍幅拡大解除

Ｈ Ｈ〔コード〕 １Ｃ １４

〔機 能〕 ＳＯ、ＦＳ ＳＯによる横倍幅拡大指定を解除します。

ＤＣ４ と同じです。

ＦＳ Ｉ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 印字方向指定

Ｈ Ｈ〔コード〕 １Ｃ ４９

〔機 能〕 印字方向（リスタ、テキスタ）を指定します。

ｎ＝３０ または００ リスタ印字を指定します。Ｈ Ｈ

ｎ＝３１ または０１ テキスタ印字を指定します。Ｈ Ｈ

電源投入時は ＤＩＰ ＳＷ による指定となります。

ＦＳ Ｊ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 指定量紙送り

〔コード〕 １Ｃ ４Ａ 〈ｎ〉Ｈ Ｈ

〔機 能〕 〈ｎ〉ドット分の紙送りを行います。

００ ≦〈ｎ〉≦ＦＦ の範囲で指定出来ます。Ｈ Ｈ

印字バッファ内にデータがある場合には、印字後〈ｎ〉ドット分の

紙送りを行います。

００ を指定した時は、ＣＲコードと同様の動作をします。Ｈ

印字バッファ内にデータがない場合には、〈ｎ〉ドット分の紙送りを

行います。

００ を指定した時は、ＬＦコードと同様の動作をします。Ｈ
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ＦＳ ＳＯ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 横倍幅拡大指定

Ｈ Ｈ〔コード〕 １Ｃ ０Ｅ

〔機 能〕 以後 受信した英数 カナ文字を横倍幅拡大して印字します。

ＳＯ と同じです。

ＦＳ Ｗ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 ４倍角指定／解除

〔コード〕 １Ｃ ５７ 〈ｎ〉Ｈ Ｈ

〔機 能〕 文字の４倍角印字の指定、解除を行います。

〈ｎ〉＝３０ または００ ４倍角印字を解除します。Ｈ Ｈ

〈ｎ〉＝３１ または０１ ４倍角印字を指定します。Ｈ Ｈ

ＦＳ ｌ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 印字位置移動

〔コード〕 １Ｃ ６Ｃ 〈ｎ〉Ｈ Ｈ

〔機 能〕 次に印字する文字の位置を〈ｎ〉ドット位置で指定します。

〈ｎ〉はヘッドのドット端からの位置を示しメカニズムにより指定

できる範囲が異なります。

５×７フォント ７×７フォント

１５０ １≦〈ｎ〉≦ ９１ １≦〈ｎ〉≦ ８９

１６０ １≦〈ｎ〉≦１３９ １≦〈ｎ〉≦１３７

１６３ １≦〈ｎ〉≦１８７ １≦〈ｎ〉≦１８５

（範囲外は無視します。）

２０ドットの位置から印字したい時には１４ を入力します。Ｈ

中央付近での印字時に当制御コードを使用すれば、スペースコードを

入力して桁の移動をする必要はなく、また決まった位置に印字する時

にも使用します。

ＦＳ 〈ｎ〉 スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 文字間スペース量指定

〔コード〕 １Ｃ 〈ｎ〉Ｈ

〔機 能〕 文字と文字との間隔をドット単位で指定します。

〈ｎ〉はドット単位のスペース量で ０≦〈ｎ〉≦８として下さい。

電源投入時は １ となっています。

〔注 意〕 ＥＳＣ コードで２倍のスペース量になります。

ＦＳ ｗ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 縦倍幅拡大指定／解除

〔コード〕 １Ｃ ７７ 〈ｎ〉Ｈ Ｈ

〔機 能〕 英数 カナ文字の縦倍拡大の指定、解除を行います。

〈ｎ〉＝３０ または００ 縦倍幅拡大を解除します。Ｈ Ｈ

〈ｎ〉＝３１ または０１ 縦倍幅拡大を指定します。Ｈ Ｈ
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ＦＳ ＊ ｍ ｎ ｄ１ ～ ｄｎ スタンダードタイプのみ使用可能

〔名 称〕 ビットイメージの登録／印字

〔コード〕 １ＣＨ ２ＡＨ 〈ｍ〉〈ｎ〉〈ｄ１〉…〈ｄｎ〉

〔機 能〕 ビットイメージデータを登録 または 印字を行います。

１） 〈ｍ〉は動作モードを示します。

ｍ 動作 内 容

６１ 印字 イメージバッファ上にあらかじめ展開されてＨ

いるビットイメージデータを〈ｎ〉で指定

される領域で印字します。

６２ 登録 〈ｎ〉で指定されるライン数分のイメージＨ

データをイメージバッファ上に展開します。

６３ 登録 〈ｎ〉で指定されるライン数分のイメージＨ

印字 データをイメージバッファ上に展開し、印字

します。

２） 〈ｎ〉は垂直方向の印字ライン数を指定します。

１ ≦〈ｎ〉≦ ２４０

Ｈ Ｈ０１ ≦〈ｎ〉≦ Ｆ０

３） 〈ｄ１〉～〈ｄｎ〉は展開するイメージです。

データ数は 印字ライン数 × １ライン分のバイト数となります。

モデル１６３では、１ライン分のバイト数は

１９２／８＝２４バイト

モデル１６０では、１ライン分のバイト数は

１４４／８＝１８バイト

モデル１５０では、１ライン分のバイト数は

９６／８＝１２バイト となります。

モデル１６０を例にとると下図の構成となります。

bit bit

7 6 5 4 3 2 1 0 各ビットは１で印字 ０で未印字

１ ２ １８ 第１ライン

１９ ２０ ３６ 第２ライン

３７ ３８ ５４ 第３ライン

１８ｎ 第ｎライン

２４０ラインまでビットイメージを展開する時の

〈ｎ〉の値は、２４０をＨＥＸコードにすると

Ｆ０ ですので、〈ｎ〉＝Ｆ０ となります。Ｈ Ｈ

〈ｄ１〉～〈ｄｎ〉の総バイト数は

２４０×１８＝４３２０バイト となります。
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□ キャラクター・コード表

１．ＪＩＳ（８ｂｉｔ）

b7 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １ １ １ １ １

b6 ０ ０ ０ ０ １ １ １ １ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １

b5 ０ ０ １ １ ０ ０ １ １ ０ ０ １ １ ０ ０ １ １

b4 ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １

b3 b2 b1 b0 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

ç０ ０ ０ ０ ０ NUL SP ０ ＠ Ｐ ‘ ｐ SP ー タ ミ 年

２０ ０ ０ １ １ ！ １ Ａ Ｑ ａ ｑ 。 ア チ ム 月

３０ ０ １ ０ ２ ” ２ Ｂ Ｒ ｂ ｒ 「 イ ツ メ 日

０ ０ １ １ ３ ETX ＃ ３ Ｃ Ｓ ｃ ｓ 」 ウ テ モ 円 ○

０ １ ０ ０ ４ DC4 ＄ ４ Ｄ Ｔ ｄ ｔ 、 エ ト ヤ 入 ●

０ １ ０ １ ５ ％ ５ Ｅ Ｕ ｅ ｕ ・ オ ナ ユ 出 □

０ １ １ ０ ６ ＆ ６ Ｆ Ｖ ｆ ｖ ヲ カ ニ ヨ ℃ ■

０ １ １ １ ７ ’ ７ Ｇ Ｗ ｇ ｗ ァ キ ヌ ラ Ω ◇

１ ０ ０ ０ ８ CAN （ ８ Ｈ Ｘ ｈ ｘ ィ ク ネ リ μ ◆

１ ０ ０ １ ９ ） ９ Ｉ Ｙ ｉ ｙ ゥ ケ ノ ル Σ

１ ０ １ ０ Ａ LF LF2 ＊ ： Ｊ Ｚ ｊ ｚ ェ コ ハ レ φ

１ ０ １ １ Ｂ ESC ＋ ； Ｋ ［ ｋ ｛ ォ サ ヒ ロ ∞

１ １ ０ ０ Ｃ FS ， ＜ Ｌ ￥ ｌ ャ シ フ ワ ÷∑

１ １ ０ １ Ｄ CR － ＝ Ｍ ］ ｍ ｝ ュ ス ヘ ン ±

１ １ １ ０ Ｅ SO ． ＞ Ｎ ＾ ｎ ～ ョ セ ホ ゛ ≠

１ １ １ １ Ｆ SI ／ ？ Ｏ ＿ ｏ SP ッ ソ マ ゜ 〒

２．ＡＳＣⅡ（７ｂｉｔ）

上記表の８０ 以上は使用できません。Ｈ

コード５Ｃ は になります。Ｈ

／
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福　岡(営) 福岡市博多区博多駅南1丁目7-16　オーリン7号ビル
ＴＥＬ（092）471-8305　　ＦＡＸ（092）471-8355

〒812-0016

名古屋(営) 名古屋市名東区上社1-1304　北村第三ビル
ＴＥＬ（052）776-1921　　ＦＡＸ（052）775-6080

〒465-0025

東　京(営) 東京都港区芝4丁目5-11　芝プラザビル
ＴＥＬ（03）3455-4230　　ＦＡＸ（03）3455-4249

〒108-0014

本 社 神戸市東灘区本山南町1丁目4番43号
ＴＥＬ（078）413-1111　　ＦＡＸ（078）412-2222

〒658-0015
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